

































































3-1美 術工芸,産 業工芸,民 芸















られた工芸,美 術を以て行 く可 き」「ハ ン ド
メー ドを楽 しむ如きは不道徳なりと云ふ如 き






3-2民 芸,柳 宗悦,バ ー ナー ド・リーチ
同 じ年賀状 は 「コウ言 う事 は柳 に聞かせ る
と狂気 にな るか,小 生 を狂気者扱 いにす るか
二 っに一っ,内 密 々々。」 と締 め くくられる。
しか し,富 本が自 らの安 い陶器 の試み を,機
械 に よる生産への思 い とと もに熱 く語 った相
手 こそ,柳 宗悦 であ った。結局 のと ころ人 の
力で,だ が大量に安 い陶磁器 を生産す る波佐
見 という窯業地 にあ って富本 は,イ ギ リスか
アメ リカに行 き機械 生産の方 法を学 びたい と
柳 に訴え る3)。だが,柳 は富本 の機 械論 を浅
薄だ と して冷ややか に退け るのであ った。
バ ーナー ド・リーチ にお いて も同様 であ る。
柳 も リーチ も富本 の機械論への批難が先に立
ち,富 本 の安 い陶器の試み に理解を寄 せ るこ
とはなか った。す なわ ち,と きに富本の 日常
性 に対す る志 向の欠如が原因 とされ る富本 と
民芸 の離反 は,む しろ同 じ日常性の上での背
きあい と捉 え るべ きなので ある。富本 は自身
の瀬戸 での試 みを 「これが,私 の考 えの下手
ものです」4)と言 ってい る。
さて,リ ーチに も安 い陶器 といえる試 みが
あって,そ れ は戦後成功 を収 めた。 自 らの工
房 リーチ ・ポタリーを利用 したスタンダー ド・
ウェアで ある。興味深いのは,こ のスタンダー
ド・ウェアは多 くの場合,絵 模様 が省 かれて
いて,そ れ に リーチの手 による絵模様が加 わ
ると,B.1..decoratedとい う特別 価格 の製
品 となることで ある。 ここで富本 に戻 るな ら
ば,模 様 のみを通 して数 多い陶磁器 に関 わろ
うと した,彼 の方法が際立 つであろ う。 リー
チは模様 によ って少数性を志 向 し,富 本 は多
数 を志 向 していた。
4お わりに
近年,富 本憲吉における白磁の重要性が繰
り返 し説かれている5)。模様や釉薬 を脱 ぎ捨
てた,陶器 として本質的な姿 一 この点を基
調に富本が白磁 について展開 した議論は雄弁
で,1930年代の発表当時から現在の評価に至








1)実 際の売価 にっ いて は今後 の課題 であ る。
2)富 本憲吉,野 島康三宛て書簡,1930年1
月2日 付。




5)金 子賢治 「富本 憲吉 の造形思考」(前編 ・
後編),『炎芸術』43・45,1995・1996ほ
か
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